
―18―               ■ α星が一番明るい？ ■ 

 

Vol.19 No.1 

α星が一番明るい？ 

佐藤明達  

 

1. はじめに 

 星座の本を見ると、次のように書いてある。 

 

 「星の学名は、各星座の明るい星から順に

ギリシア文字の小文字をあてたもので、ドイ

ツの天文学者バイヤー（1572－1625 年）が

命名したものである」[1]。 

 「固有名以外のいわゆる正式名称は 1603

年、ドイツのバイエルが考案したギリシア文

字を明るい星から順につけてゆく方法で、星

座を眺めるにはこれをのみこんでおく必要が

ある」[2]。 

 

 これらによるとα星が最も明るいことにな

るが、果たしてその通りであろうか？ 

 

2．各星座の最輝星 

 α 星が最も明るいかどうかを確かめるため

に、肉眼星表といえる  The Bright Star 

Catalogue[3]から各星座ごとに一番明るい星

を選び出したのが表 1 の第 2 列である。表中

の等級は V 等級で表している。ただし、括弧

内の表示 は変光範囲を示し、B は B 等級、v

は実視等級を意味する。連星は合成等級を記

した。第 3 列はα星の光度順位、備考はα星

と同じ明るさの星およびα星を含まない星座

を示す。 

 

3．表 1 の吟味 

 表 1 によれば、最輝星がα星である星座は

58 個で、これは全星座 88 個の 66％であり、

それ以外の星座は 34％（30 個）もある。つ

まり全星座の 3分の 1 はα星が最輝星ではな

い。しかもα星の存在しない星座が 4 個もあ

る。このうちとも座、ほ座はもとアルゴ座の

一部であったが、のちアルゴ座が 4 分割され

たためα星はりゅうこつ座のみに属すること

となった（らしんばん座は改めてアルファベ

ット順に命名された）。ラカイユが命名したじ

ょうぎ座α星は、のちさそり座に編入されて

さそり座 N 星となった。ふたご座α星はβ星

より暗いが、昔はα星の方が明るかったので

はないかという人もある[4]。しかし変光星で

ない普通の恒星が数百年という短期間に光度

を変えるとは考えられない。昔は光度の見積

もりが正確でなかったから、命名が明るさの

順通りではなかったのであろう。おおぐま座

では北斗七星の先から順にα、β、……と命

名されている。 

 

4．目立たないα星 

 いて座、りゆう座、からす座について、星

を明るさの順に並べると表 2 のようになる。

このように、いて座ではα星は 15 位で、1

位のε星より 2.12 等も暗い。りゅう座α星も

8 位で、１位のγ星より 1.42 等暗い。古代エ

ジプトでピラミッドが築かれた頃の北極星だ

ったので、この星をα星としたのかも知れな

い。からす座のα星もγ星より 1.43 等暗く、

明るさは 5 位である。この星はからすのくち

ばしに位置するのでα星とされたのであろう。

暗いのはなにもα星とは限らない。うみへび

座では 1 位はα星だがβ星は 14 位である。 

 

5．おわりに 

 「星座ごとに、星の明るさの順にギリシア

文字のアルファベットを付けた」というのは

誤りである。それは表 2 を見れば明らかだ。

これ以外にも星の明るさの順にアルファベッ

トの名が付いていないものが沢山ある。結局、 
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表 1 各星座の最輝星 
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表 1 の続き 
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表 1 の続き 

 

 

表 2 明るさの順 

 

いて座 りゅう座 からす座 

  1.85   2.23   2.59 

  2.02   2.74  2.65 

  2.60   2.79   2.95 

  2.70 δ  3.07 ε  3.00 

  2.81 ζ  3.17 α  4.02 

  2.89 ι  3.29   

2   2.99   3.57   

  3.11 (＊) α  3.65   

  3.17     

  3.32     

2  3.51     

  3.77     

  3.86     

1  3.93     

  3.97     

＊ 3.11 (3.08－3.12V) 

 

「全星座の 3 分の 2 はα星が一番明るい」と

しか言えない。 

 ここではα星のみを問題にしたが、バイア

ー名についてはまだまだ多くの混乱がある

[5]、[6]。それは文献[3]の introductionの page 

XII 以下でも言及されている。抜本的な改訂

が必要である。 
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